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(54)【発明の名称】 白色有機エレクトロルミネッセンスパネル

(57)【要約】
【課題】  高効率化や長寿命化が可能になる白色有機エ
レクトロルミネッセンスパネルを提供する。
【解決手段】  陽極１と陰極２の間に有機発光材料３を
保持して形成される白色有機エレクトロルミネッセンス
パネルに関する。陽極１と陰極２の間に発光色の異なる
複数種の有機発光材料３を並列配置する。陽極１と陰極
２の少なくとも一方を総ての種類の有機発光材料３に接
続される電極から形成すると共に、一つの電力供給系統
による陽極１と陰極２への電力供給で総ての種類の有機
発光材料３の発光駆動を行なうようにする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  陽極と陰極の間に有機発光材料を保持し
て形成される白色有機エレクトロルミネッセンスパネル
において、陽極と陰極の間に発光色の異なる複数種の有
機発光材料を並列配置し、陽極と陰極の少なくとも一方
を総ての種類の有機発光材料に接続される電極から形成
すると共に、一つの電力供給系統による陽極と陰極への
電力供給で総ての種類の有機発光材料の発光駆動を行な
うようにして成ることを特徴とする白色有機エレクトロ
ルミネッセンスパネル。
【請求項２】  陽極と陰極の間に有機発光材料を保持し
て形成される白色有機エレクトロルミネッセンスパネル
において、陽極と陰極の間に発光色の異なる複数種の有
機発光材料を並列配置し、陽極と陰極の一方を総ての種
類の有機発光材料に接続される電極から、他方を複数種
の各有機発光材料に個別に接続される電極からそれぞれ
形成し、各有機発光材料に個別に接続される電極に個々
の電力供給系統を接続すると共に各電力供給系統からの
陽極と陰極への電力供給で各有機発光材料の発光駆動を
行なうようにして成ることを特徴とする白色有機エレク
トロルミネッセンスパネル。
【請求項３】  陽極と陰極の間に有機発光材料を保持し
て形成される白色有機エレクトロルミネッセンスパネル
において、陽極と陰極の間に発光色の異なる複数種の有
機発光材料を並列配置し、陽極と陰極の両方を総ての種
類の有機発光材料に接続される電極から形成すると共
に、一つの電力供給系統による陰極と陽極への電力供給
で総ての種類の有機発光材料の発光駆動を行なうように
して成ることを特徴とする白色有機エレクトロルミネッ
センスパネル。
【請求項４】  陽極と陰極の間に並列配置された発光色
の異なる複数種の有機発光材料の総てを同時に発光させ
るようにして成ることを特徴とする請求項１乃至３のい
ずれかに記載の白色有機エレクトロルミネッセンスパネ
ル。
【請求項５】  発光色の異なる複数種の有機発光材料と
して、補色の関係を有する２種類の発光色のものを用い
て成ることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記
載の白色有機エレクトロルミネッセンスパネル。
【請求項６】  発光色の異なる複数種の有機発光材料と
して、青色、緑色、赤色の３種類の発光色のものを用い
て成ることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記
載の白色有機エレクトロルミネッセンスパネル。
【請求項７】  発光面側に、光散乱シートを配置して成
ることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の
白色有機エレクトロルミネッセンスパネル。
【請求項８】  発光面側を、微細な凹凸の光散乱面に形
成して成ることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか
に記載の白色有機エレクトロルミネッセンスパネル。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶ディスプレイ
用バックライトや照明器具等に用いることができる白色
エレクトロルミネッセンスパネルに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】有機材料を発光体として用いた有機エレ
クトロルミネッセンス素子は古くから注目され、様々な
検討が行われてきたが、発光効率が非常に悪いことから
本格的な実用化研究には至らなかった。しかし、１９８
７年にコダック社のＣ．Ｗ．Ｔａｎｇらにより、有機材
料をホール輸送層と発光層の２層に分けた機能分離型の
積層構造を有する有機エレクトロルミネッセンスが提案
され、このものでは１０Ｖ以下の低電圧にも関わらず、
１０００ｃｄ／ｍ2以上の高い発光輝度が得られること
が明らかになった。そしてこれ以降、有機エレクトロル
ミネッセンス素子が注目されはじめ、活発な研究が行わ
れるようになった。
【０００３】このような研究開発がなされた結果、現在
では有機エレクトロルミネッセンス素子は、１０Ｖ程度
の低電圧で１００～１０００００ｃｄ／ｍ2程度の高輝
度の面発光が可能となり、また蛍光物質の種類を選択す
ることにより青色から赤色までのフルカラー化や白色発
光が可能となっている。そして実用化が近付くにつれ、
青や緑色材料については発光効率、寿命特性ともに十分
なものが開発されてきているが、赤色材料及び白色発光
素子においては発光効率や寿命の更なる向上が望まれて
いる。こうした中で、白色発光素子においてはこれまで
多数の報告がなされている。
【０００４】白色発光を得る方法としては、一般に、
Ｒ，Ｇ，Ｂ３波長からの発光を用いる方法と、青と黄ま
たは青緑と橙の補色関係の２波長の発色を用いる方法が
ある。
【０００５】３波長方式の場合、低分子系ではｐ－Ｅｔ
ＴＡＺ（トリアゾール誘導体）のキャリアブロック層を
用い、Ｒ，Ｇ，Ｂ３波長白色発光を可能にしたとの報告
がなされており、また高分子系においてもＰＶＫ（ポリ
ビニルカルバゾール）中に電子輸送剤ＰＢＤ（オキサジ
アゾール誘導体）と４種類の色素を分子分散させること
で４０００ｃｄ／ｍ2の白色発光を可能にしたことが報
告されている。しかしこれらは、他の発光色と比べて輝
度効率特性が低く、寿命特性においても実用化の観点か
ら十分とはいえず、３種の色素の劣化挙動が異なること
から生じる色ずれ等の問題もあり、さらに低分子系の場
合には、作製プロセスが複雑になるという問題もあっ
た。
【０００６】２波長方式の場合、再結合界面の両側に青
及び橙の色素ドーピング層を配置した白色素子により、
最高輝度１８０００ｃｄ／ｍ2、視感効率２．３ｌｍ／
Ｗを実現したという報告がある。また青色材料にジフェ
ニルアントラセン誘導体を用いた素子において、１００
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０ｃｄ／ｍ2での視感効率として４ｌｍ／Ｗを達成した
白色素子が報告されている。
【０００７】しかしながら、ＬＣＤ（液晶ディスプレ
イ）等の他方式ディズプレイとの差別化や、フルカラー
ディスプレーや照明用途への応用等を考えた場合、白色
有機エレクトロルミネッセンスパネルにおいて、更なる
低消費電力、高発光効率化が必要である。そこで従来で
は、高効率化のために、有機発光材料の蛍光の量子収率
を高めて、量子効率を向上させるアプローチや、発光素
子構造を改善して素子の低電圧駆動化を実現するアプロ
ーチなどが数多く検討されてきているが、白色有機エレ
クトロルミネッセンスパネルのデバイス全体での高効率
化についての検討はあまりなされていない。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】本発明は上記の点に鑑
みてなされたものであり、高効率化や長寿命化が可能に
なる白色有機エレクトロルミネッセンスパネルを提供す
ることを目的とするものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】本発明の請求項１に係る
白色有機エレクトロルミネッセンスパネルは、陽極１と
陰極２の間に有機発光材料３を保持して形成される白色
有機エレクトロルミネッセンスパネルにおいて、陽極１
と陰極２の間に発光色の異なる複数種の有機発光材料３
を並列配置し、陽極１と陰極２の少なくとも一方を総て
の種類の有機発光材料３に接続される電極から形成する
と共に、一つの電力供給系統による陽極１と陰極２への
電力供給で総ての種類の有機発光材料３の発光駆動を行
なうようにして成ることを特徴とするものである。
【００１０】本発明の請求項２に係る白色有機エレクト
ロルミネッセンスパネルは、陽極１と陰極２の間に有機
発光材料３を保持して形成される白色有機エレクトロル
ミネッセンスパネルにおいて、陽極１と陰極２の間に発
光色の異なる複数種の有機発光材料３を並列配置し、陽
極１と陰極２の一方を総ての種類の有機発光材料３に接
続される電極から、他方を複数種の各有機発光材料３に
個別に接続される電極からそれぞれ形成し、各有機発光
材料３に個別に接続される電極に個々の電力供給系統を
接続すると共に各電力供給系統からの陽極１と陰極２へ
の電力供給で各有機発光材料３の発光駆動を行なうよう
にして成ることを特徴とするものである。
【００１１】本発明の請求項３に係る白色有機エレクト
ロルミネッセンスパネルは、陽極１と陰極２の間に有機
発光材料３を保持して形成される白色有機エレクトロル
ミネッセンスパネルにおいて、陽極１と陰極２の間に発
光色の異なる複数種の有機発光材料３を並列配置し、陽
極１と陰極２の両方を総ての種類の有機発光材料３に接
続される電極から形成すると共に、一つの電力供給系統
による陽極１と陰極２への電力供給で総ての種類の有機
発光材料３の発光駆動を行なうようにして成ることを特
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徴とするものである。
【００１２】また請求項４の発明は、上記請求項１乃至
３のいずれかにおいて、陽極１と陰極２の間に並列配置
された発光色の異なる複数種の有機発光材料３の総ての
種類を同時に発光させるようにして成ることを特徴とす
るものである。
【００１３】また請求項５の発明は、上記請求項１乃至
４のいずれかにおいて、発光色の異なる複数種の有機発
光材料３として、補色の関係を有する２種類の発光色の
ものを用いて成ることを特徴とするものである。
【００１４】また請求項６の発明は、上記請求項１乃至
４のいずれかにおいて、発光色の異なる複数種の有機発
光材料３として、青色、緑色、赤色の３種類の発光色の
ものを用いて成ることを特徴とするものである。
【００１５】また請求項７の発明は、上記請求項１乃至
６のいずれかにおいて、発光面側に、光散乱シート４を
配置して成ることを特徴とするものである。
【００１６】また請求項８の発明は、上記請求項１乃至
６のいずれかにおいて、発光面側を、微細な凹凸の光散
乱面５に形成して成ることを特徴とするものである。
【００１７】白色発光パネルにおいて、従来は一つの素
子中に２種類又は３種類の色素を精密なドーピング濃度
制御のもと含有させて有機発光材料を形成し、この有機
発光材料を白色発光させていたが、再現性の低下、発光
効率の低下、寿命特性の低下、各色素の劣化スピードの
違いによる色ずれなどの問題がある。本発明では、発光
材料として発光色の異なる複数種のもの、例えば青色、
緑色、赤色の３種類や補色の関係にある２種類の独立し
た有機発光材料３を用いるため、各発光色においてこれ
までに高発光効率や長寿命化が得られている有機発光材
料３を選択して用いることが可能になり、複数色素含有
のものと比べて高効率化や長寿命化が可能になるもので
ある。また本発明では、発光色の異なる複数種の有機発
光材料３をマスクにより塗り分けるなど単純に配置する
だけでよく、生産性も向上するものである。
【００１８】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を説明
する。
【００１９】図１乃至図３は本発明に係る白色有機エレ
クトロルミネッセンスパネルの実施の形態の一例を簡略
化して示すものであり、基板１０の表面に陽極１、ホー
ル輸送層１１、有機発光材料３、電子輸送層１２、陰極
２を積層することによって形成してある。そして陽極１
に正電圧を、陰極２に負電圧を印加すると、電子輸送層
１２を介して有機発光材料３に注入された電子と、ホー
ル輸送層１１を介して有機発光材料３に注入されたホー
ルとが、有機発光材料３内で再結合して発光が起こるも
のである。
【００２０】有機発光材料３にホールを注入するための
電極である陽極１は、仕事関数の大きい金属、合金、電
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気伝導性化合物、あるいはこれらの混合物からなる電極
材料で形成することができ、これらの電極材料としては
仕事関数が４ｅＶ以上のものを用いるのが好ましい。こ
のような電極材料として具体的には、金などの金属、Ｉ
ＴＯ（インジウムチンオキサイド）、ＳｎＯ

2
、ＺｎＯ

等の導電性透明材料を挙げることができる。そしてこれ
らの電極材料の薄膜を基板１０の表面に真空蒸着法やス
パッタリング法等で製膜することによって、透明電極と
して陽極１を形成することができる。
【００２１】ここで、基板１０として透明基板を用い、
有機発光材料３における発光を陽極１を透過させて基板
１０から外部に照射する場合には、陽極１の光透過率を
１０％以上にすることが好ましい。また、陽極１のシー
ト抵抗は数百Ω／□以下であることが好ましく、特に１
００Ω／□以下であることが好ましい。さらに陽極１の
膜厚は、陽極１の光透過率、シート抵抗等の特性を上記
のように制御するために、材料により異なるが、通常５
００ｎｍ以下であり、好ましくは１０～２００ｎｍの範
囲である。ここで、陽極１に透明導電材料を用いる場
合、発光部の大面積化を図ったとき、透明電極の陽極１
の抵抗損失により発光均斉度が低下するおそれがある
が、これに対しては、より抵抗の低いＡｌ，Ｔｉ，Ｎｉ
等の低抵抗な金属を用いて微細な補助電極を設けるよう
にしてもよい。
【００２２】また基板１０としては、有機発光材料３の
発光を上記のように基板１０の側から取り出す場合、一
般的には透明ガラス基板が用いられるが、フレキシブル
性、薄型性が要求されるときには、光透過率の高いフィ
ルム基板を用いることもできる。有機発光材料３の発光
を基板１０と反対側から取り出す場合には、光透過率が
問題にならないので、ガラス基板の他に、放熱性等の観
点から、金属基板、セラミック基板等も適宜用いること
ができる。
【００２３】一方、有機発光材料３中に電子を注入する
ための電極である陰極２は、仕事関数の小さい金属、合
金、電気伝導性化合物及びこれらの混合物からなる電極
材料を用いることが好ましく、仕事関数が５ｅＶ以下の
電極材料を用いるのが好ましい。このような電極材料と
しては、ナトリウム、ナトリウム－カリウム合金、リチ
ウム、マグネシウム、アルミニウム、マグネシウム－銀
混合物、マグネシウム－インジウム混合物、アルミニウ
ム－リチウム合金、Ａｌ／Ａｌ

2
Ｏ
3
混合物、Ａｌ／Ｌｉ

Ｆ混合物などを挙げることができる。この陰極２は、例
えばこれらの電極材料を、真空蒸着法やスパッタリング
法等の方法により、薄膜に形成することによって作製す
ることができる。また、有機発光材料３における発光を
陰極２を透過させて外部に照射する場合には、陰極２は
光透過率が１０％以上であることが好ましい。ここで、
陰極２の膜厚は、陰極２の光透過率等の特性を上記のよ
うに制御するために、材料により異なるが、通常５００

6
ｎｍ以下であり、好ましくは１００～２００ｎｍの範囲
である。
【００２４】またホール輸送層１１を構成するホール輸
送材料としては、ホールを輸送する能力を有し、陽極１
からのホール注入効果を有するとともに、有機発光材料
３に対して優れたホール注入効果を有し、さらに電子の
ホール輸送層１１への移動を防止し、かつ薄膜形成能力
の優れた化合物を挙げることができる。具体的にはフタ
ロシアニン誘導体、ナフタロシアニン誘導体、ポルフィ
リン誘導体、Ｎ，Ｎ’－ビス(３－メチルフェニル）－
(１，１'－ビフェニル）－４，４'－ジアミン（ＴＰ
Ｄ）や４，４’－ビス［Ｎ－（ナフチル）－Ｎ－フェニ
ル－アミノ］ビフェニル（α－ＮＰＤ）等の芳香族ジア
ミン化合物、オキサゾール、オキサジアゾール、トリア
ゾール、イミダゾール、イミダゾロン、スチルベン誘導
体、ピラゾリン誘導体、テトラヒドロイミダゾール、ポ
リアリールアルカン、ブタジエン、４，４’，４”－ト
リス（Ｎ－（３－メチルフェニル）Ｎ－フェニルアミ
ノ）トリフェニルアミン（ｍ－ＭＴＤＡＴＡ）、及びポ
リビニルカルバゾール、ポリシラン、ポリエチレンジオ
キサイドチオフェン（ＰＥＤＯＴ）等の導電性高分子な
どの高分子材料が挙げられるが、これらに限定されるも
のではない。
【００２５】また、電子輸送層１２を構成する電子輸送
材料としては、電子を輸送する能力を有し、陰極２から
の電子注入効果を有するとともに、有機発光材料３に対
して優れた電子注入効果を有し、さらにホールの電子輸
送層１２への移動を防止し、かつ薄膜形成能力の優れた
化合物を挙げることができる。具体的には、フルオレ
ン、バソフェナントロリン、バソクプロイン、アントラ
キノジメタン、ジフェノキノン、オキサゾール、オキサ
ジアゾール、トリアゾール、イミダゾール、アントラキ
ノジメタン等やそれらの化合物、金属錯体化合物もしく
は含窒素五員環誘導体である。具体的には、金属錯体化
合物としては、トリス（８－ヒドロキシキノリナート）
アルミニウム、トリ（２－メチル－８－ヒドロキシキノ
リナート）アルミニウム、トリス(８－ヒドロキシキノ
リナート）ガリウム、ビス（１０－ヒドロキシベンゾ
[ｈ］キノリナート）ベリリウム、ビス（１０－ヒドロ
キシベンゾ[ｈ]キノリナート）亜鉛、ビス（２－メチル
－８－キノリナート)（ｏ－クレゾラート）ガリウム、
ビス（２－メチル－８－キノリナート)（１－ナフトラ
ート）アルミニウム等があるが、これらに限定されるも
のではない。また含窒素五員環誘導体としては、オキサ
ゾール、チアゾール、オキサジアゾール、チアジアゾー
ルもしくはトリアゾール誘導体が好ましい。具体的に
は、２，５－ビス（１－フェニル）－１，３，４－オキ
サゾール、２，５－ビス（１－フェニル）－１，３，４
－チアゾール、２，５－ビス（１－フェニル）－１，
３，４－オキサジアゾール、２－（４'－tert－ブチル
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7
フェニル）－５－（４''－ビフェニル）１，３，４－オ
キサジアゾール、２，５－ビス（１－ナフチル）－１，
３，４－オキサジアゾール、１，４－ビス［２－（５－
フェニルチアジアゾリル）］ベンゼン、２，５－ビス
（１－ナフチル）－１，３，４－トリアゾール、３－
（４－ビフェニルイル）－４－フェニル－５－（４－ｔ
－ブチルフェニル)－１，２，４－トリアゾール等があ
るが、これらに限定されるものではない。また最近で
は、これらに低仕事関数の金属塩をドーピングした層で
電子輸送層を形成して、陰極２からの電子の注入効果を
向上するようにしたものもある。さらにポリマー有機エ
レクトロルミネッセンス素子に使用されるポリマー材料
も使用することができる。例えば、ポリパラフェニレン
及びその誘導体、フルオレン及びその誘導体等である。
【００２６】そして本発明では、陽極１と陰極２の間に
保持される有機発光材料３として、発光色の異なる複数
種のものを用いるものであり、有機エレクトロルミネッ
センス素子に従来から使用されている発光材料又はドー
ピング材料を用いることができる。
【００２７】例えば青色発光材料としては、ベンゾオキ
サゾール亜鉛錯体、オキサジアゾール亜鉛錯体、アゾメ
チン亜鉛錯体、フェニルピリジン亜鉛錯体、ジスチリル
アリーレン亜鉛錯体、シクロペンタジエン、テトラフェ
ニルブタジエン、ジフェニルアントラセン及びその誘導
体、ペリレン誘導体、オリゴチオフェン誘導体、２－メ
チル－８－キノリトールとフェノール誘導体の混合配位
子を有するＢＡｌｑ等を挙げることができる。また青色
ドーパントとしては、両末端にカルバゾリル基を有する
ＤＡＳ誘導体、ペリレン等を挙げることができる。勿論
これらに限定されるものではない。
【００２８】また緑色発光材料としては、トリス（８－
ヒドロキシキノリナート）アルミニウム錯体（Ａｌｑ
３）をはじめキノリノール配位子を有する亜鉛錯体、ベ
リリウム錯体等多数の金属錯体系ホスト材料を挙げるこ
とができる。またドーパントとしてはクマリン６、キナ
クリドン誘導体等を挙げることができる。また最近では
３重項からの発光を利用した高効率材料も報告されてお
り、４，４’－Ｎ，Ｎ’ジカルバゾールビフェニルをホ
ストに、トリス（２－フェニルピリジン）イリジウムを
ゲストに用いた素子も提案されている。勿論これらに限
定されるものではない。
【００２９】また黄色発光材料としては、Ａｌｑ３やＴ
ＰＤをホストに用い、ゲストとしてルブレンを用いたも
のや、Ａｌｑ３の８－キノリノール配位子を置換基で修
飾することによりホスト自身を黄色に発光させるように
したもの（例えばＡｌｐｈ３，Ａｌｐｄ３等）を用いる
ことができる。勿論これらに限定されるものではない。
【００３０】また橙～赤色発光材料としては、Ａｌｑ３
をホストに用い、ゲストとしてＤＣＭ誘導体（例えばＤ
ＣＭ１，ＤＣＭ２，ＤＣＪＴＢ）、ポルフィリン誘導
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体、スクアリリウム誘導体、ナイルレッドを用いたもの
や、Ｅｕ錯体（Ｅｕ（ＴＴＡ）３ｐｈｅｎ）をホストと
して用いたものを挙げることができる。勿論これらに限
定されるものではない。
【００３１】また、上記の各化合物から選択される発光
材料を９０～９９．５質量％、ゲスト材料を０．５～１
０質量％含むようにして、有機発光材料３を形成するよ
うにしてもよい。有機発光材料３によって陽極１と陰極
２の間に形成される発光層の厚みは、０．５～５００ｎ
ｍの範囲が好ましく、０．５～２００ｎｍがより好まし
い。
【００３２】しかして本発明にあって、上記の複数種の
有機発光材料３は、それぞれ独立した細かい各ピクセル
を構成するものとして並列して配置されるものであり、
図１の実施の形態では、例えば青色発光の有機発光材料
３ａ、緑色発光の有機発光材料３ｂ、赤色発光の有機発
光材料３ｃを並列して配置してある。また陽極１と陰極
２の少なくとも一方をパターニングされていないベタ形
状の電極から形成するようにしてあり、図１の実施の形
態では、陽極１をベタ形状の電極で形成してある。独立
したピクセル状に並列配置される有機発光材料３ａ，３
ｂ…はこのベタ形状の陽極１の上に設けられるものであ
り、総ての有機発光材料３ａ，３ｂ…は一つの陽極１に
電気的に接続されるようにしてある。またこの図１の実
施の形態では各有機発光材料３ａ，３ｂ…に対応して独
立したパターンで陰極２を形成するようにしてあり、独
立して形成した各陰極２はそれぞれ各有機発光材料３
ａ，３ｂ…の上に設け、個々の有機発光材料３ａ，３ｂ
…と各陰極２を個別に接続してある。
【００３３】図４（ａ）はベタ形状の陽極１の上に青色
発光の有機発光材料３ａ、緑色発光の有機発光材料３
ｂ、赤色発光の有機発光材料３ｃの３色の有機発光材料
３を並列して配置した態様の一つを示すものであり、各
ピクセルを構成する青色発光の有機発光材料３ａと緑色
発光の有機発光材料３ｂと赤色発光の有機発光材料３ｃ
が繰り返して順に並ぶように配列してある。
【００３４】そして図１の実施の形態では、一つの電源
１３に陽極１及び各陰極２を接続するように配線してあ
って、電源１３を共通とした一つの電力供給系統で電力
供給が行なわれるようにしてあり、この図１の実施の形
態は請求項１の発明に係る白色有機エレクトロルミネッ
センスパネルの一例を示すものである。このものにあっ
て、一つの電力供給系統による電力供給で陽極１に正電
圧を、陰極２に負電圧を印加することによって、パネル
全体の有機発光材料３ａ，３ｂ…の発光駆動を行なうこ
とができるものであり、青色発光ピクセルの有機発光材
料３ａ、緑色発光ピクセルの有機発光材料３ｂ、赤色発
光ピクセルの有機発光材料３ｃを同時に発光させること
によって、青色、緑色、赤色の各ピクセルからの拡散光
や散乱光が混合され、全体として均一発光を得ることが



(6) 特開２００２－１６４１７０

10

20

30

40

50

9
でできると共に三原色の光の混合によって全体として白
色に発光させることができるものである。
【００３５】このものでは、パネル全体に対して一つの
電力供給系統を制御することによって発光させることが
でき、制御機構を簡略化することが可能になるものであ
る。そして白色光を得るためには、各発光色のピクセル
の輝度を調整する必要があるが、各白色光ごとの発光面
積比を調整することによって、この輝度の調整をするこ
とができる。具体的には、パネル全体における、各発光
色の「輝度×トータル発光面積」が白色光を得る輝度比
になるように、各白色光ごとの発光面積を設計するもの
である。また、発光部は微細なピクセルに細分化されて
おり、発光させるのはピクセルを構成する有機材料３
ａ，３ｂ…だけであって、ピクセル間の部分は非発光部
となっており、発光部ピクセルからの拡散光や散乱光に
よって全体として均一発光を得るようになっている。従
ってデバイス全体としての発光面積を現象させることが
でき、低消費電力、高効率化が可能になるものである。
【００３６】ここで、有機発光材料をピクセル状に配置
した発光パネルとしては、パッシブ駆動のピクセルディ
スプレイが提案されているが、このものでは各ピクセル
の発光のオン－オフを独立して制御する必要があること
から、陽極や陰極の両方にピクセルに対応した微細なパ
ターンニングを施す必要があり、なおかつデューティー
駆動を行なうのに必要な複雑な制御が必要である。これ
に対して本発明の白色有機エレクトロルミネッセンスパ
ネルは、バックライトをはじめとした照明用途に用いる
ため、有機発光材料３の各ピクセルはパネル全体で全点
灯駆動やパルス駆動で使用することができ、陽極１と陰
極２の少なくとも一方の電極はパターンニングしないベ
タの状態で構わない。また上記と逆に陰極がパターンニ
ングされていないベタの電極で形成され、陽極がパター
ンニングされた電極で形成されたディスプレイとして、
陽極部分をＳｉ－ＴＦＴで発光をオン－オフ制御するア
クティブ駆動ＴＦＴディスプレイが提案されている。し
かしこのようなＴＦＴディスプレイの場合、ＲＧＢ各ピ
クセルごとに独立して輝度調整を行なう必要があって、
制御系が複数になると共に複雑になり、しかもＳｉ－Ｔ
ＦＴのような高精細でかつ高コストなプロセスを必要と
するものは、照明用途に使うことには不向きである。さ
らにＴＦＴ自体を基板上に設けることによる開口率低下
の観点からも照明用途には好ましくない。
【００３７】図２の実施の形態では、複数種の各有機発
光材料３ａ，３ｂ…に個別に接続される各陰極２にそれ
ぞれ独立した電源１３が接続されるようにしてあって、
複数の電力供給系統で複数種の各有機発光材料３ａ，３
ｂ…に個別に電力供給がされるようにしてあり、この図
２の実施の形態は請求項２の発明に係る白色有機エレク
トロルミネッセンスパネルの一例を示すものである。そ
の他の構成は図１と同じである。
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【００３８】このものにあって、各電力供給系統からの
電力供給で陽極１に正電圧を、陰極２に負電圧を印加す
ることによって、パネル全体の有機発光材料３ａ，３ｂ
…の発光駆動を行なうことができるものであり、青色発
光ピクセルの有機発光材料３ａ、緑色発光ピクセルの有
機発光材料３ｂ、赤色発光ピクセルの有機発光材料３ｃ
を同時に発光させることによって、各ピクセルからの拡
散光や散乱光が混合され、全体として均一発光を得るこ
とがでできると共に青色、緑色、赤色の三原色の光の混
合によって全体として白色に発光させることができるも
のである。この場合、青色発光ピクセルの有機発光材料
３ａ、緑色発光ピクセルの有機発光材料３ｂ、赤色発光
ピクセルの有機発光材料３ｃを発光駆動させる駆動電流
値は独立した各電力供給系統において個々に設定するこ
とができるものであり、白色発光を得るために必要な各
発光色の輝度比の調整を容易に行なうことができるもの
である。また独立した各電力供給系統において駆動電流
を個々に制御することによって、各発光色の輝度比を容
易に変化させることができ、色温度や色調が可変な白色
有機エレクトロルミネッセンスパネルとする事も可能に
なるものである。
【００３９】図３の実施の形態は請求項３の発明に係る
白色有機エレクトロルミネッセンスパネルの一例を示す
ものであり、陽極１と陰極２の両方をパターニングされ
ていないベタ形状の電極から形成するようにしてある。
そして独立したピクセル状に並列配置される総ての有機
発光材料３ａ，３ｂ…をベタ形状の陽極１の上に設ける
と共に、各有機発光材料３ａ，３ｂ…の総て上に渡して
陰極２を設けるようにしてあり、総ての有機発光材料３
ａ，３ｂ…は一つの陽極１及び一つの陰極２に電気的に
接続されるようにしてある。このものでは一つの電源１
３に陽極１及び陰極２を接続するように配線してあっ
て、電源１３を共通とした一つの電力供給系統で電力供
給が行なわれるようにしてある。
【００４０】このものにあって、一つの電力供給系統に
よる電力供給で陽極１に正電圧を、陰極２に負電圧を印
加することによって、パネル全体の有機発光材料３ａ，
３ｂ…の発光駆動を行なうことができるものであり、青
色発光ピクセルの有機発光材料３ａ、緑色発光ピクセル
の有機発光材料３ｂ、赤色発光ピクセルの有機発光材料
３ｃを同時に発光させることによって、青色、緑色、赤
色の各ピクセルからの拡散光や散乱光が混合され、全体
として均一発光を得ることがでできると共に三原色の光
の混合によって全体として白色に発光させることができ
るものである。このものでは、パネル全体に対して一つ
の電力供給系統を制御することによって発光させること
ができ、制御機構を簡略化することが可能になるが、白
色発光を得るために必要な複数の発光色の輝度比は、各
発光色ごとの有機発光材料３ａ，３ｂ…の発光面積比に
よって調整することができる。
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11
【００４１】上記の各実施の形態では、発光色の異なる
複数種の有機発光材料３ａ，３ｂ…として、光の三原色
である青色、緑色、赤色の３種類の発光色のものを用い
ることによって、フルカラーＬＣＤディスプレーと同様
な３波長含有タイプの白色パネルを得るようにしている
が、発光色の異なる複数種の有機発光材料３として、補
色の関係にある２種類の発光色のものを用いることもで
きる。補色の関係にある２種類の発光色の有機発光材料
３を用いて上記の図１～図３と同様にして白色有機エレ
クトロルミネッセンスパネルを形成することができるも
のであり、上記と同様にしてパネル全体の有機発光材料
３を同時に発光させることによって、各有機発光材料３
からの拡散光や散乱光が混合され、全体として均一発光
を得ることがでできると共に補色の関係にある２色の光
の混合によって全体として白色に発光させることができ
るものである。
【００４２】補色の関係にある２種類の発光色としては
例えば、青色と黄色の組み合わせや、青緑色と橙色の組
み合わせを用いることができる。このように補色の関係
にある２種類の発光色の有機発光材料３ｄ、３ｅを用い
る場合、例えば図４（ｂ）のように、隣り合う２本のピ
クセルを一方の発光色の有機発光材料３ｄで形成すると
共にその間の１本のピクセルを他方の発光色の有機発光
材料３ｅで形成して、有機発光材料３ｄのピクセル数を
有機発光材料３ｅのピクセル数より多くなる並列配置に
したり、図４（ｃ）のように、一方の発光色の有機発光
材料３ｄのピクセルと他方の発光色の有機発光材料３ｅ
のピクセルが交互に並列される配置にしたりすることが
できるものである。
【００４３】図５は請求項７の発明の実施の形態の一例
を示すものであり、白色有機エレクトロルミネッセンス
パネルの発光面側に光散乱シート４が配置してある。図
５の白色有機エレクトロルミネッセンスパネルでは基板
１０の側が発光面となっているので、基板１０に光散乱
シート４を積層して設けてある。光拡散シート４として
は、光を拡散して透過させるものであれば特に制限され
ないが、光の拡散透過率が５０％以上であることが好ま
しい。具体的には、液晶用バックライトに使用されてい
るような拡散シートを用いることができる。その他の構
成は図１～図４のものと同じである。
【００４４】また図６は請求項８の発明の実施の形態の
一例を示すものであり、白色有機エレクトロルミネッセ
ンスパネルの発光面を微細な凹凸の光散乱面５に形成し
てある。図６の白色有機エレクトロルミネッセンスパネ
ルでは基板１０の外面が発光面となっているので、基板
１０の外面にスリガラス状の微細な凹凸を設けて光散乱
面５に形成してある。その他の構成は図１～図４のもの
と同じである。
【００４５】上記のように白色有機エレクトロルミネッ
センスパネルの発光面に光散乱シート４を設けたり、光
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散乱面５を形成したりすることによって、有機発光材料
３からの発光を効率良く発光面から取り出すことがで
き、発光効率を高めることができるものであり、また複
数種の発光色の光の混色性を高めて安定した白色光を得
ることができると共に、発光を均一化して光の均斉度を
高めることができるものである。
【００４６】尚、上記の各実施の形態にあって、有機発
光材料３の１ピクセルの大きさは、各ピクセルのパター
ン形状、発光面の表面性状、照明装置としての使用形態
（例えば使用場所、発光部の大きさ）などの要因によっ
て変動があるが、微細であることが好ましい。有機発光
材料３のピクセルが大きいと、多数のピクセル集合体を
一つの発光面体としたときに発光の均一性が低下してし
まうものである。但し、ピクセルが極端に小さ過ぎる
と、ピクセルに対応してＩＴＯなどをパターンニングす
る際に極端なファインピッチ化が必要になり、パターニ
ングプロセスが技術的に困難になる。また有機発光材料
３のピクセルの形状は、通常の四角形だけでなく、円
形、楕円形、楔形、ストライプ状など、製造安定性、白
色光の均質性、発光効率などの要求特性に応じて任意に
選択することができるものである。さらに複数種の有機
発光材料３のピクセルの配置パターンは、特に制限され
るものではないが、同種類の色が近接して存在する比率
をできるだけ減らすことが、光の混色度合いを高めて安
定した白色を得る上で好ましい。
【００４７】
【実施例】次に、本発明を実施例によって具体的に説明
する。
【００４８】（実施例１）厚み０．７ｍｍの透明ガラス
基板１０の上に、ＩＴＯ（インジウム－スズ酸化物）を
スパッタしてシート抵抗７Ω／□の透明電極からなるベ
タの陽極１を設けて形成される、ＩＴＯガラス基板（三
容真空社製）を用いた。このＩＴＯガラス基板をアセト
ン、純水、イソプロピルアルコールで１５分間超音波洗
浄したのち乾燥させた。
【００４９】次に、このＩＴＯガラス基板を真空蒸着装
置にセットし、次の各蒸着を行なった。
【００５０】まず１．３３×１０-4Ｐａ（１×１０-6Ｔ
ｏｒｒ）の減圧下、４，４’－ビス［Ｎ－（ナフチル）
－Ｎ－フェニル－アミノ］ビフェニル（（株）同仁化学
研究所製「α－ＮＰＤ」）を、１～２Å／ｓの蒸着速度
で４００Å厚に蒸着し、陽極１の上にホール輸送層１１
を形成した。次いでこのホール輸送層１１の上に、［化
１］に示すジスチリルビフェニル誘導体（出光興産
（株）製「ＤＰＶＢｉ」）に［化２］に示す末端にカル
バゾリル基を有するＤＳＡ誘導体（出光興産（株）製
「ＢＣｚＶＢｉ」）を１質量％ドープしたものをトータ
ル厚み５００Å蒸着して青緑色発光の有機発光材料３ｄ
を形成した。次にこの上にトリス（８－ヒドロキシノリ
ナート）アルミニウム錯体（（株）同仁化学研究所製
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「Ａｌｑ３」）を１～２Å／ｓの蒸着速度で２００Å厚
に蒸着して、電子輸送層１２を形成し、さらにこの上に
まずＬｉＦを０．５～１．０Åの蒸着速度で厚み５Å蒸
着し、続いて、Ａｌを１０Å／ｓの蒸着速度で厚み１５
００Å蒸着することによって、陰極２を形成した。
【００５１】
【化１】

【００５２】
【化２】

【００５３】また陽極１の上に同様にしてホール輸送層
１１を形成した後、上記「Ａｌｑ３」に日本感光色素
（株）製「ＤＣＭ２」を１質量％ドープしたものをトー
タル厚み５００Å蒸着して橙色発光の有機発光材料３ｅ
（電子輸送層を兼用する）を形成した。次にこの上に上
記と同様にして陰極２を形成した。
【００５４】上記のようにして、図４（ｂ）のように青
緑色発光の有機発光材料３ｄによるピクセルと橙色発光
の有機発光材料３ｅによるピクセルをストライプ状に並
列配置して設けると共に、図１のような断面構造に形成
した、青緑＋橙タイプの白色発光エレクトロルミネッセ
ンスパネルを得た。尚、ストライプ状の各ピクセルの寸
法は幅０．５ｍｍに成形し、間隔は０．５ｍｍに設定し
た。そして駆動は各ピクセルに対して電流密度１０ｍＡ
／ｃｍ2の電流を供給する条件で行なった。
【００５５】（実施例２）実施例１と同じＩＴＯガラス
基板を真空蒸着装置にセットし、次の各蒸着を行なっ
た。
【００５６】まず実施例１と同様にして陽極１の上にホ
ール輸送層１１を形成した。次いでこのホール輸送層１
１の上に、上記「ＤＰＶＢｉ」に上記「ＢＣｚＶＢｉ」
を１質量％ドープしたものをトータル厚み５００Å蒸着
して青色発光の有機発光材料３ａを形成した。次にこの
上に実施例１と同様にして電子輸送層１２を形成し、さ
らにこの上に実施例１と同様にして陰極２を形成した。
【００５７】また陽極１の上に同様にしてホール輸送層
１１を形成した後、上記「Ａｌｑ３」にアクロス社製
「クマリン－６」を１質量％ドープしたものをトータル
厚み５００Å蒸着して緑色発光の有機発光材料３ｂ（電
子輸送層を兼用する）を形成した。次にこの上に実施例
１と同様にして陰極２を形成した。
【００５８】さらに陽極１の上に同様にしてホール輸送
層１１を形成した後、上記「Ａｌｑ３」にコダック社製
「ＤＣＪＴＢ」を１質量％ドープしたものをトータル厚
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み５００Å蒸着して赤色発光の有機発光材料３ｃ（電子
輸送層を兼用する）を形成した。次にこの上に実施例１
と同様にして陰極２を形成した。
【００５９】上記のようにして、図４（ａ）のように青
色発光の有機発光材料３ａによるピクセルと、緑色発光
の有機発光材料３ｂによるピクセルと、赤色発光の有機
発光材料３ｃによるピクセルとをストライプ状に並列配
置して設けると共に、図１のような断面構造に形成し
た、青＋緑＋赤タイプの白色発光エレクトロルミネッセ
ンスパネルを得た。尚、ストライプ状の各ピクセルの寸
法は幅０．５ｍｍに成形し、間隔は０．５ｍｍに設定し
た。そして駆動は各ピクセルに対して電流密度１０ｍＡ
／ｃｍ2の電流を供給する条件で行なった。
【００６０】（実施例３）青緑色発光の有機発光材料３
ｄによるピクセルと橙色発光の有機発光材料３ｅによる
ピクセルのストライプ状の並列配置を図４（ｃ）のよう
に設定するようにした他は、実施例１と同様にして、図
２のような断面構造に形成した、青緑＋橙タイプの白色
発光エレクトロルミネッセンスパネルを得た。そして駆
動は、青緑色発光の有機発光材料３ｄのピクセルへの電
流供給を電流密度１０ｍＡ／ｃｍ2に設定すると共に橙
色発光の有機発光材料３ｅのピクセルへの電流供給を電
流密度１５ｍＡ／ｃｍ2に設定する条件で行なった。
【００６１】（実施例４）実施例１で得た発光パネルの
基板１０の外側表面に、光拡散シート４（恵和株式会社
製「オパルス＃１００－ＫＢＳ２」：厚み１３０μｍ）
を貼り付けることによって、図５のような断面構造に形
成した白色発光エレクトロルミネッセンスパネルを得
た。そして駆動は各ピクセルに対して電流密度１０ｍＡ
／ｃｍ2の電流を供給する条件で行なった。
【００６２】（実施例５）実施例１において、ガラス基
板１０として外側表面をサンドブラスターで１分間微細
研磨してスリガラス加工をすることによって、光散乱面
５を形成したものを用い、その他は実施例１と同様にし
て図６のような断面構造に形成した白色発光エレクトロ
ルミネッセンスパネルを得た。そして駆動は各ピクセル
に対して電流密度１０ｍＡ／ｃｍ2の電流を供給する条
件で行なった。
【００６３】（比較例１）実施例１と同じＩＴＯガラス
基板を真空蒸着装置にセットし、次の各蒸着を行なっ
た。
【００６４】まず実施例１と同様にして陽極１の上にホ
ール輸送層１１を形成した。次いでこのホール輸送層１
１の上に、上記「α－ＮＰＤ」に上記「ＤＣＭ２」を１
質量％ドープしたものを厚み１００Å蒸着して橙色発光
の有機発光材料３ｅを形成した。さらにこの上に上記
「ＤＰＶＢｉ」に上記「ＢＣｚＶＢｉ」を１質量％ドー
プしたものをトータル厚み５００Å蒸着して青緑色発光
の有機発光材料３ｄを形成した。次にこの上に実施例１
と同様にして電子輸送層１２を形成し、さらにこの上に
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実施例１と同様にして陰極２を形成した。
【００６５】上記のようにして、図７のように青緑色発
光の有機発光材料３ｄと橙色発光の有機発光材料３ｅを
上下に重ねて設けた断面構造に形成した、青緑＋橙タイ
プの白色発光エレクトロルミネッセンスパネルを得た。
そして駆動は電流密度１０ｍＡ／ｃｍ2の電流を供給す
る条件で行なった。
【００６６】（比較例２）実施例１と同じＩＴＯガラス
基板を真空蒸着装置にセットし、次の各蒸着を行なっ
た。
【００６７】まず実施例１と同様にして陽極１の上にホ
ール輸送層１１を形成した。次いでこのホール輸送層１
１の上に、上記「α－ＮＰＤ」に上記「ＤＣＭ２」を３
質量％ドープしたものを厚み１００Å蒸着して赤色発光
の有機発光材料３ｃを形成した。次にこの上に上記「Ａ
ｌｑ３」に上記「クマリン－６」を１質量％ドープした
ものをトータル厚み５００Å蒸着して緑色発光の有機発
光材料３ｂを形成した。さらにこの上に上記「ＤＰＶＢ
ｉ」に上記「ＢＣｚＶＢｉ」を１質量％ドープしたもの
をトータル厚み２００Å蒸着して青色発光の有機発光材
料３ａを形成した。次にこの上に実施例１と同様にして
電子輸送層１２を形成し、さらにこの上に実施例１と同
様にして陰極２を形成した。
【００６８】上記のようにして、図８のように青色発光
の有機発光材料３ａと緑色発光の有機発光材料３ｂと赤
色発光の有機発光材料３ｃを上下に重ねて設けた断面構
造に形成した、青＋緑＋赤タイプの白色発光エレクトロ
ルミネッセンスパネルを得た。そして駆動は電流密度１
０ｍＡ／ｃｍ2の電流を供給する条件で行なった。
【００６９】上記の実施例１～４及び比較例１，２で作
製した白色発光エレクトロルミネッセンスパネルを電源
（ＫＥＹＴＨＬＥＹ２３６モデル）に接続して発光さ
せ、輝度を輝度計（ミノルタ社製「ＬＳ－１１０」）で
測定し、視感効率とＣＩＥ色度を浜松フォトニクス社製
「マルチチャネルアナライザーＰＭＡ－１０」で測定し
た。また輝度が初期１００ｃｄ／ｍ2の半分である５０
ｃｄ／ｍ2になるまでの時間である半減寿命を測定し
た。これらの結果を表１に示す。
【００７０】
【表１】

【００７１】
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【発明の効果】上記のように本発明の請求項１に係る白
色有機エレクトロルミネッセンスパネルは、陽極と陰極
の間に有機発光材料を保持して形成される白色有機エレ
クトロルミネッセンスパネルにおいて、陽極と陰極の間
に発光色の異なる複数種の有機発光材料を並列配置し、
陽極と陰極の少なくとも一方を総ての種類の有機発光材
料に接続される電極から形成すると共に、一つの電力供
給系統による陽極と陰極への電力供給で総ての種類の有
機発光材料の発光駆動を行なうようにしたので、複数種
の発光材料から発光される異なる色の光を混合して白色
発光させることができ、発光材料としては従来から使用
されている高発光効率や長寿命化が得られたものを選択
して用いることができるものであって、高発光効率化や
長寿命化が可能になるものである。また陽極と陰極の少
なくとも一方を総ての種類の有機発光材料に接続される
電極から形成しているので、この電極はベタのままでよ
く、パターニングを行なうことが不要であって生産性が
向上するものである。
【００７２】また本発明の請求項２に係る白色有機エレ
クトロルミネッセンスパネルは、陽極と陰極の間に有機
発光材料を保持して形成される白色有機エレクトロルミ
ネッセンスパネルにおいて、陽極と陰極の間に発光色の
異なる複数種の有機発光材料を並列配置し、陽極と陰極
の一方を総ての種類の有機発光材料に接続される電極か
ら、他方を複数種の各有機発光材料に個別に接続される
電極からそれぞれ形成し、各有機発光材料に個別に接続
される電極に個々の電力供給系統を接続すると共に各電
力供給系統からの陽極と陰極への電力供給で各有機発光
材料の発光駆動を行なうようにしたので、複数種の発光
材料から発光される異なる色の光を混合して白色発光さ
せることができ、発光材料としては従来から使用されて
いる高発光効率や長寿命化が得られたものを選択して用
いることができるものであって、高発光効率化や長寿命
化が可能になるものである。また陽極と陰極の一方を総
ての種類の有機発光材料に接続される電極から形成して
いるので、この電極はベタのままでよく、パターニング
を行なうことが不要であって生産性が向上するものであ
る。さらに、各有機発光材料に個別に接続される電極に
個々の電力供給系統を接続すると共に各電力供給系統か
らの陽極と陰極への電力供給で各有機発光材料の発光駆
動を行なうようにしているので、各有機発光材料を発光
駆動させる駆動電流値を個々に設定することができ、白
色発光を得るために必要な各発光色の輝度比の調整を容
易に行なうことができるものであり、しかも独立した各
電力供給系統において駆動電流を個々に制御することに
よって、各発光色の輝度比を容易に変化させることがで
き、色温度や色調を可変にすることが可能になるもので
ある。
【００７３】また本発明の請求項３に係る白色有機エレ
クトロルミネッセンスパネルは、陽極と陰極の間に有機
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発光材料を保持して形成される白色有機エレクトロルミ
ネッセンスパネルにおいて、陽極と陰極の間に発光色の
異なる複数種の有機発光材料を並列配置し、陽極と陰極
の両方を総ての種類の有機発光材料に接続される電極か
ら形成すると共に、一つの電力供給系統による陰極と陽
極への電力供給で総ての種類の有機発光材料の発光駆動
を行なうようにしたので、複数種の発光材料から発光さ
れる異なる色の光を混合して白色発光させることがで
き、発光材料としては従来から使用されている高発光効
率や長寿命化が得られたものを選択して用いることがで
きるものであって、高発光効率化や長寿命化が可能にな
るものである。また陽極と陰極の両方を総ての種類の有
機発光材料に接続される電極から形成しているので、こ
の電極はベタのままでよく、パターニングを行なうこと
が不要であって生産性が向上するものである。
【００７４】また請求項４の発明は、陽極と陰極の間に
並列配置された発光色の異なる複数種の有機発光材料の
総てび種類を同時に発光させるようにしたので、複数種
の発光材料から発光される異なる色の光を混合して白色
発光させることができるものである。
【００７５】また請求項５の発明は、発光色の異なる複
数種の有機発光材料として、補色の関係を有する２種類
の発光色のものを用いるようにしたので、各有機発光材
料から発光される補色の関係にある光を混合して、安定
した白色発光をさせることができるものである。
【００７６】また請求項６の発明は、発光色の異なる複
数種の有機発光材料として、青色、緑色、赤色の３種類
の発光色のものを用いるようにしたので、各有機発光材
料から発光される三原色の光を混合して、安定した白色
発光をさせることができるものである。
【００７７】また請求項７の発明は、発光面側に、光散
乱シートを配置したので、有機発光材料からの発光を光*

18
*散乱シートによる光散乱で効率良く取り出すことがで
き、発光効率を高めることができるものであり、また複
数種の発光色の光の混色性を高めて安定した白色光を得
ることができるものである。
【００７８】また請求項８の発明は、発光面側を、微細
な凹凸の光散乱面に形成したので、有機発光材料からの
発光を光散乱面による光散乱で効率良く取り出すことが
でき、発光効率を高めることができるものであり、また
複数種の発光色の光の混色性を高めて安定した白色光を
得ることができるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の一例を示す概略断面図で
ある。
【図２】本発明の実施の形態の他の一例を示す概略断面
図である。
【図３】本発明の実施の形態の他の一例を示す概略断面
図である。
【図４】同上の有機発光材料の配置を示すものであり、
（ａ），（ｂ），（ｃ）はそれぞれ概略図である。
【図５】本発明の実施の形態の他の一例を示す概略断面
図である。
【図６】本発明の実施の形態の他の一例を示す概略断面
図である。
【図７】比較例１の概略断面図である。
【図８】比較例２の概略断面図である。
【符号の説明】
１  陽極
２  陰極
３  有機発光材料
４  光散乱シート
５  光散乱面

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】

【図８】
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